
・令和3～4年度の開催時は、コロナ禍の制限により広報活動を
　自治会経由に限定しておりました。
　そのため、情報の共有が十分に行き届かなかったという課題がありました。

第1回ワークショップ（令和7年3月1日）
・日本の街路樹の現状・課題を知る
・甲子園筋に対するみんなの思いを出し合おう

第2回ワークショップ（令和7年6月22日）
・街路樹ツアー　現地の街路樹の健康診断
・甲子園筋で大切にしたいことについて話し合う

　行政が責任を持って管理・点検を継続します

　項目 票数

　危険がない安全に歩ける道 70

　緑豊かな道 17

　みんながきれいと思える道 9

　平らになっている道 6

　季節を感じられる道 6

　生き物と一緒に暮らせる道 6

　日陰ができる道 5

　項目 票数

　季節の変化を楽しめる 29

　歩道に陰をつくり、夏の暑さをふせぐ 24

　命を守る（人・鳥・虫など含む） 18

　まちを美しくする 15

　人を守る 11

　花や実を楽しめる 10

　自然を守る 6

広聴説明会 in コロワ甲子園（令和8年2月8日、13日開催予定）
・パネル展示などによる樹種候補の紹介　・意見聴取、アンケート実施

これまでのおさらい・これからの取り組み

イペー代替樹種の検討 誰でも参加できるよう広報を強化

甲子園筋に面する住民・自治会・小学校へのチラシ配布
市政ニュース・ホームページへの掲載・広聴説明会の開催

令和６～７年度　改めて更新樹種決定に向けたワークショップを開催

・イペーが街路樹として道路を安全に通行するための高さ基準を
　満たすほど生育が見込めないことが近隣の生育調査で判明しました。

　甲子園筋では街路樹の老木化による倒木や落枝の発生、根が舗装を持ち上げることによる凸凹の発生な
どを踏まえ、街路樹の植替えや維持管理についての検討が必要となっています 。
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枝が当たって危険

令和3～4年度　自治会の協力を得てワークショップを5回開催
倒木、落ち枝などの危険がある木から順次、北側イペー/南側クスノキに植替えする更新計画を策定 

日時: 令和7年11月24日(月祝) 10:00～12:00 
場所: 瓦林公園センター（参加人数：13名） 
・地域住民の方からの意見書について 
・合意形成の方法を共有 
・グループに分かれて街路樹について意見交換 
・候補樹種の決定と今後のステップ確認

第３回ワークショップ　

第４回ワークショップ（令和8年3月15日開催予定）
・これまでの結果を確認　・地域の皆様と共に植替えの方針案をまとめ

県が道路管理者として最終決定

リスク管理適正な植栽 適正な維持管理
信号や街灯等の付近に街路樹を植えない

根上がりしにくい植生基盤の整備
年１回の点検実施

危険木の速やかな伐採
街路樹カルテに基づき目標樹形を定め管理

モデル剪定講習会による樹形管理

←今はこの段階です

街路樹トピック（春風小学校での出前授業）

　授業では、木陰の涼しさや季節の変化、根上りによる危険と
いった街路樹の良さと課題の両面を紹介し、子どもたち自身に
今後の甲子園筋の街路樹について考えてもらいました。
「倒れてこない安全な木」「道が平坦で安全に歩けること」や
「災害の時に街路樹が倒壊する建物を支えてくれる」という
「安全」を第一に考えつつ、「季節感」や「日陰」も大切にし
たいという、大人顔負けの鋭い視点がたくさん集まりました 。

１．甲子園筋をどんなみちにしていきたいですか ２．甲子園筋でたいせつにしたい街路樹の「役割」はなに？

今回のワークショップと並行して、春風小学校3年生の子どもたちにも今後の甲子園筋の
街路樹について考えてもらいました

・・・4クラス135名（当日出席）の子どもたちの投票結果を票数順に抜粋

←甲子園筋での街路樹ツアーを開催しました。普段何気なく通る道の街
　路樹を改めて観察し、樹木の現状や街路樹の役割・道路に与える影響
　など、県職員が説明を行いました。
↓街路樹を取り巻く様々な立場（地域住民、街路樹、鳥、バスの運転手
　など）になりきって、それぞれの「言い分」を代弁し合うロールプレ
　イ形式の議論を行いました 。「落ち葉は町のみんなで掃除をする日を設
　けて、キャンプ場で焚火をしたらよい」「みんなで街路樹の安全を見守
　ったらいい」「CO をたくさん吸収する街路樹は大切」など子どもたち2

　がそれぞれの立場に立って、よりよい道を作る提案をしてくれました。



テーマ２：甲子園筋の街路樹の樹種は何がいいか

 

・倒木のリスクや根上り等に対する
　リスクマネジメントにかかるコス
　ト面から、ポプラに更新すること
　が困難であることを共有。
・候補として以下の樹種を挙げる。
　クロガネモチ
　ハナミズキ(大きい木になるなら)
　プラタナス
　ユリノキ

街路樹の要否についても地域住民に意見聴取を行うことを決めました。

　県より、甲子園筋の気候や歩道幅などの物理的な環境を踏まえた街路樹の候補案が示されました。

  

 
 

テーマ１：甲子園筋に街路樹は必要か

１班 ２班 ３班
・落ち葉、虫害、樹液が出るなどが
　気になる樹種は除外したい。
・クスノキは、街路樹より広場など
　に適している。
・現在の景観を変える必要はない。
　それを実現できる樹種は何か？
・プラタナスを植えて統一感を持た
　せるのが一番望ましい。
・落ち葉掃除や管理を含め、みんな
　で納得した上で街路樹を植えた
　い。

・常緑の低木という意見もあるが、
　木陰をつくることはできない。
・落ち葉掃除は、みんなで取組んで
　はどうか。
・甲子園筋はポプラとプラタナスで
　イメージ付けがされているが、本
　当に樹種変更の必要はあるのか？
・順次更新、適正な管理なども必
　要。
・クスノキは住宅街のイメージと合
　わない。
・ジャカランダという可愛い花が咲
　く木も候補に入れてほしい。

各班で話し合った内容を発表し、候補樹種を決定！
この結果をもって沿道の皆さんに意見を聞く場を設けます！

　
　STEP１：ワークショップで植替え樹種の候補を複数選ぶ。（当初案であるクスノキは含める）
　STEP２：ワークショップ参加者以外の方からも広く意見を募る 。
　STEP３：その結果を再度ワークショップで確認した上で、県が管理者として最終決定を行う 。

　「まずは街路樹の要否から話し合ったほうがよいのでは」と提案があったため、想いを共有しました。

第３回ワークショップ内容

３つのグループに分かれて、甲子園筋の街路樹について2つのテーマについて話し合いました。

主な意見：今の甲子園筋は美しい景観。大きな木は豊かさを感じる。
　　　　　街路樹と野球関連のモニュメントを組み合わせて甲子園らしさを表してはどうか。
　　　　　落ち葉の問題なども含めて地域住民の意見を聴いて決めてはどうか、など。

コロワ甲子園で広聴説明会開催決定！詳細は右ページ

あなたの声を聞かせてください！
～甲子園筋の街路樹の未来を決める最終ステップ～

広聴説明会 in コロワ甲子園（パネル展示＆アンケート）

ワークショップで絞り込まれた候補樹種を詳しくご紹介します。

日時：令和８年２月８日(日)　１１：００～１６：００
　　　　　　　２月１３日(金)１５：００～２０：００
場所：コロワ甲子園１F　エレベーター横

ワークショップに参加できなかった方も、直接意見を届けることができます！
皆さまの「推し」の木や管理への不安などをぜひお聞かせください。

第４回甲子園筋街路樹ワークショップ（最終確認の場）

広聴説明会で集まったアンケート結果を共有し、最終的な植替えの方針について確認を行います。

日時：令和８年３月１５日(日)１０：００～１２：００
場所：瓦林公園センター２F　集会室

改めてチラシなどで参加者募集を行います。

地域住民有志の会からの意見書内容をご紹介 

①前回のワークショップで決めたクスノキは、甲子園筋の街路樹としてふさわしくないと思う。 
②ワークショップで樹種を決めるのではなく、そこで話し合われた意見をもとに県が原案を作成し、
　住民説明会を開いて多くの住民の意見を聴いて決定してはどう？

これまでの話し合いを踏まえ、以下の手順で進めることを決定しました。

植替え候補樹種の紹介

樹種

プラタナス ユリノキ クスノキ ハナミズキ クロガネモチ

緑の
ボリューム 現況の樹種 木陰の大きさ：同程度

目に見える緑の量：同程度
木陰の大きさ：現状より低く小さくなる

目に見える緑の量：少なくなる

季節感

落葉樹
新緑・紅葉
５月の開花
秋に結実

常緑のため少ない 新緑・紅葉
５月に開花

常緑樹であるが
冬に赤い実がなる

特徴
幹肌が白く特徴的

カエデの
ような大きな葉

直幹で三角錐型の
大木・整った樹形

西宮市の「市の木」
病虫害に強く強健

現状よりコンパクトな
樹形になる

現状よりコンパクトな
樹形になる

県の判断で採用を見送る樹種
ポプラ・・・・・・成長が非常に早く材が弱いため、老朽化すると他の木に比べて倒木のリスクが高い特性があります。
　　　　　　　　　また枝が低い位置から出るため通行の妨げになりやすく、安全面から候補外としました 。

※当初案樹種のため、
候補としています。

ジャカランダ・・・熱帯・亜熱帯の木であり、近隣市での枯死例もあります。現時点では甲子園筋での耐性や病虫害のリスク
　　　　　　　　　が判断できないため、候補外としました 。


